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研究成果の概要（和文）：近年，学習者コーパスの研究が進んでいるが，大規模な英語学習者の発話コーパスはほとん
ど存在しない。そこで，本プロジェクトにおいては，アジア圏１０か国・地域の大学生および母語話者から体系的に発
話データを収集し，世界最大のアジア圏英語学習者発話コーパスICNALE-Spokenを構築・公開した。あわせて，学習者
の中間言語の統語的・語彙的・談話的特徴の分析を行い，内外において研究成果を発表した。

研究成果の概要（英文）：Importance of learner corpus studies is widely understood by SLA researchers, but 
the learners' L2 spoken data freely available has been limited. In the current project, therefore, we 
developed a new learner corpus, The ICNALE-Spoken. It collects topic-controlled speeches by learners in 
ten countries and areas in Asia as well as English native speakers. We also analyzed the lexis and syntax 
of learners' L2 speeches.

研究分野： 応用言語学
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１．研究開始当初の背景 
近年の第２言語研究においては，学習者コー
パスの重要性が広く認識されるようになっ
ている。しかし，アジア圏英語学習者の L2
産出を集めた大規模コーパスはほとんど存
在していなかった。そこで，当研究室では，
アジア圏 10 か国・地域の大学生が書いた英
語 エ ッ セ イ を 体 系 的 に 収 集 し ，
ICNALE-Written として開発・公開した。し
かし，収集したデータは書き言葉だけで，話
し言葉のデータは収集できていなかった。 
 
２．研究の目的 
前述の状況をふまえ，本研究では，アジア圏
英語学習者の発話データを大規模に収集し
て一般公開するとともに，収集したデータを
用いて学習者の L2 発話の言語特性を解明す
ることが目指された。 
 
３．研究の方法 
発話データの収集には，１）統制的に集めに
くい，２）音声データを公開しにくい，とい
う問題がある。本研究ではこれらのハードル
を解決するために，１’）世界中どこからで
もアクセスでき，統制的環境で発話データを
収集できる ICNALE-ASCS（留守番電話とオン
ラインサーバを組み合わせた発話収集シス
テム）と，２’）音声の聴覚印象を変化させ
る ICNALE-ASMS（ピッチや周波数を変更し，
元の音声特徴を残しながら，発話者の特定を
不可能にする）を開発した。これらを基盤技
術として実際のデータ収集を行った。 
 
４．研究成果 
１）データ収集のための ICNALE-ASCS システ
ムの開発 

 
２ ） 音声デ ー タの音 調 変更の た め の
ICNALE-ASMS システムの開発 
 

３）アジア圏 10 か国・地域における国際的
な発話データの収集 
４）体系的ルールに基づく収集した発話デー
タのテキスト書き起こし 
５）ICANLE-Spoken として，1,100 人による
4,400 発話（481,884 語）の音声データと書
き起こしデータを一般公開 
６）オンラインでのデータ検索が可能な
ICNALE-Online を改修し，発話データの検索
に対応 
 

 

 
７）収集したデータを利用し，内外で論文な
どを発表 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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Fluency: A Case Study of Japanese 

and Chinese Learners of English 
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the differences between the spoken 

and written English of native 

speakers and Japanese learners: A 

corpus-based study  Discourse and 

Interaction (Masaryk University, 
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あり 2015/6/30 

Ishikawa Shin’ichiro  Lexical 

Development in L2 English Learners' 

Speeches and Writings  Procedia - 

Social and Behavioral Sciences, 198 

202-210 査読あり 2015/7/24 

石川 慎一郎 The ICNALE:国際中間言
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Proceedings of The Second 
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一郎【訳】  『コーパス言語学：手法・

理論・実践』 ひつじ書房 全 412p  

2014/5/30 

Ishikawa Shin’ichiro【編】Tony McEnery

／Ishikawa Shin’ichiro／他／全 32 名
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